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誌名変更・復刊の挨拶i開発者の生産性を追及する鼻晴純血ZI雌

今年も再び企画が通り、復刊することになった。といっても、

突然rAMAGAZINE」を読まれる方には、何のことだかわ

からないかもしれない。これは、『cMAGAZINE」誌（ソ

フトバンク刊）の裏表紙で、毎年エイプリルフールにちなん

だ「なんとかMAGAZINE」という広告を出しており、その

誌面に相当するものである。

ポーランドが「発行」しているものなので、．「プログラミン

グ系雑誌」というスタイルは持っているものの内容にはいさ

さか偏りがあることは否めない。また、「カタログ」ではな

いので、多少文章に違和感をお持ちの方もいらっしゃるだろ

う。しかし、エイプリルフールだからといって「嘘」が書い

てあるわけではない（最終ページを除く）。この点だけは自

信を持って言える。

今回は紙メディアではなく「Borland CD」の一部として、

他の情報とともに提供されることになった。本誌で語られて
いることは、CD－ROMに収録されているトライアル版やオ

ートデモによって、より現実的なものとして認識していただ

けるだろう。

さて、毎年個人的な感想から初めて恐縮だが、昨年の最大の

ニュースは日経MIXの廃止であった。もちろん、廃止の憂

き目にあったいわゆるパソコン通信業者は日経MIXだけで

はない。インターネットが普及し、定着するにつれ、古典的

なパソコン通信が厳しい状況に置かれていることは事実だ

ろう。事実、MIX自身の廃止が決定される数カ月前、ポー
ランドは利用度の低下を理由にMIXでの会議室の閉鎖を決

めた。

だが、ポーランド（正確には前身となったMSA）への入社

後、オンラインコミュニケーションの場として活用してきた

利用者のひとりとして、MIXそのものが廃止されることに

は特別な感情を否めない。そして、それだけに時代の大きな

変化を身近に感じるのである。

一方、ポーランドとしてのニュースは、C十十Builderや

JBuilderなど、C十十やJavaの世界にも真のビジュアル開発

力を盛り込んだ点がある。これらは好調な滑り出しを見せて

おり、新バージョンの登場でますます勢いづいているDelphi
とともに、現場での開発にその威力を発揮している。経済の

低迷が続き、不況が深刻化する中、宣伝文句ばかりで効率の

上がらないツールを使い続けていては、競争力を高めること

はできない。

最近、官僚の不正や銀行の横並び意識が批判の対象となって

いる。しかし、形が違うとは言え、安易な横並び意識がプロ

グラマーにはないのか、改めて問いかけてもらいたい。本誌

には、横並びから抜け出して勝者となるためのポーランドの

ツールが紹介されている。是非、活用してほしい。

言へ　 ∵ i∴ ∴　 ．；∴

〕一 ∴ ∵ 一 ∴ ∴ 究極のアセンブラ
コンパイル技術の急激な進歩やコンピュータ自身の

高速化によって、アセンブリ言語が使われるケース
は以前に比べて少なくなってきた。しかし、CPU命

令に1対1対応しているアセンブリ言語は、コンパ

其の一 はじめに

かつてMS－DOSというOSが主流だった時代、アセンブ

リ言語だけで実行ファイルを作成することはさほど難しい
ものではなかった。プログラムは、実行開始位置と終了ファ

ンクションの呼び出しさえ行っていればよかっだのである。

MS－DOS用の便利なツールもアセンブリ言語で開発される
ことが多かった。しかし、Windows以降、アセンブl）言語

だけのプログラムはほとんどなくなった。ごく単純なプログ
ラムでも面倒な初期化が必要であり、その方法はほとんど解

説されていない。

そして、実際、そこまでアセンブリ言語で書かなければな
らないことはほとんどない。初期化処理など全体から見れば

わずかな時間しか消費しないし、Windowsによるオーバー

ヘッドを考えればメインウインドウの作成やメッセージル
ープといった部分をアセンブリ言語で書き直すことはあま

り有意義な努力とは言えないだろう。以前は、実行ファイル

を小さくするか速度を高速化するかが分かれていたが、現在
ではメモリやハードディスクの拡張も容易であり、わずかな

メモリを節約するよりも速度を向上させる方が好まれてい

る。
また、一枝にアプリケーションの10％の部分が実行時間の

イラの生成コードより常にすぐれたプログラミング

が可能なはずである。また、MMXや3D命令など、

CPUの進化が注目されている今、改めてアセンブリ

プログラミングを見直してみることにしよう。

90％を消費すると言われている。もちろん、実際の動作はア

ブl）ケーションによって違うだろうが、たいして時間を消費
しない部分に力を注いでも全体的な速度向上には結びつか

ない。あるいは、ユーザーインターフェースの入力待ち状態

など、速度に影響しない部分もあるだろう。当たり前のこと
だが、数値計算やグラフィック処理など、時間がかかってい

る部分を集中的に効率をあげることが望ましい。

※注意　正しくは「アセンブラ」とはTurbo Assemblerの

ようなアセンブリ言語で書かれたプログラムを処理する

もののことである。しかし、ここではアセンブリ言語によ
るプログラミングについて述べる。また、16　ビットにつ

いては考えない。

其の二 整数計算の効率化

一般に、コンピュータは整数計算が得意である。CPUには、

32ビットの整数つまりC／C十十のintやDelphiのIntegerに
対応するレジスタがあり、整数計算はお手の物である。しか

し、加減算よりも乗算はやや遅く、除算はさらに遅い。
たとえば、Pentiumにおいて32ビットの加減算はほぼ1

クロックで実現できるが、乗算は数クロックかかり、除算は
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40クロックもかかる。条件は限られるが、走数倍の乗算を

高速に実行するためにLEA命令を使える場合がある。
この例を次の表に示す。

2 倍 L E A　　 E A X ，田A X ☆2 1

3 倍 L E A　 E A X ，咽A X ＊2 ＋E A X I

4 倍 L E A　　 E A X ，匝A X ＊4］

5 倍 L E A　 E A X ，田A X ★4 ＋E A X I

6 倍 L E A　 E A X ，圃A X ★2 ＋E A X I

S H L　　 E A X ，1
7 倍 L E A　　 E A X ，田A X ☆2 ＋E A X I

L E A　　 E A X ，岬A X ☆2 ＋E A X l

8 倍 L E A　　 E A X ，田A X ☆8］

9 倍 L E A　 E A X ，田A X ＊8 ＋E A X ］

1 0 倍 L E A　 E A X ，田A X ＊4 ＋E A X ］

S H L　　 E A X ，1

このくらいの命令はC十十BuilderやDelphiでも使ってくれ
るので、このためだけにアセンブリ言語を使う必要はない。
また、32ピットを超える整数演算が必要ならば、アセンブ

リ言語は役立つだろう。C十十Builderには＿int64、Delphi
にはCompという64ビット整数を扱う型があるが、前者は
乗除算で内部関数を呼び出し、後者は浮動小数演算に置き換
えられる。これらをアセンブリ言語で直接記述すれば、かな

り高速になるはずだ。ただし、多倍長の除算は面倒である（除

数が32ビットなら、DIV命令の繰り返しでよい）。

其の三

8086の時代には乗算は100クロックもかかる遅い命令だ

った。そのため、走数倍をシフト命令や加算命令に置き換え

ることもあった。しかし、今まではこんな置き換えは無駄で

あり、かえって遅くなることがある。古代の遺物に惑わされ

ていると、かえって無駄なプログラムを書いてしまいかねな

い。

たとえばJBX＋AL］の内容をALレジスタに取り出すXLAT

という命令は、以前は便利だったかもしれないが、単純なデ
ータ転送命令が1クロックで済む今でも4クロックもかかる

上にPentiumのペアリングにも対応していない。また、繰
り返し処理によく使われたJCXZやLOOPは、デクリメン

トと条件ジャンプに置き換えた方が速くなる。リピート命令

も繰り返し回数が少ない場合は効率が悪い。また、LODSは、

バイト数が節約できるだけで、MOVAL，田SIIの方が速い。
逆に、以前は非常に遅かったものでも速くなっているもの

がある。8086では10クロック近くかかっていたPUSH／POP

命令が、486やPentiumでは1クロックで済む。たとえば、

DX：AXの値をECXに設定するために、PUSH AX、PUSH

DX、POPECXとできる（MOVCX，AX、ROLECX，16、

MOVCX，DXでもよい）。

また、PentiumPro・PentiumII・では、ジャンプ命令は、

分岐予測によってずいぶん高速化されている（near／shortジ

ャンプは1クロック）。分岐予測がはずれた場合のペナルテ

ィは大きいが、履歴や静的予測（前方条件分岐は分岐しない、

ループのような後方条件分岐は分岐すると予測）などによっ

て、ペナルティが発生することは少ない。数回の命令を展開

してジャンプを減らすことはあるが、ジャンプ命令を恐れて

面倒なプログラムを書いてしまうことは避けるべきである。

また、PentiumProやPentiumIIには、CMOVccという条

件付き転送命令が2クロックで実行でき、ペナルティの心配

もない。

MOVSXは、符号拡張のための命令で、MOVSX ECX，CX
とすれば、EAX以外の符号拡張にも使える。しかし：この

命令はPent，iumでは3クロックかかるので、ROLECX，16、
SARECX，16の方が速い。と思っていたら、Pent，iumIIで

の実測値はMOVSXの方が速かった。置き換えの際に命令数

が増え、て、好ましくない結果になってしまった例である。

其の四 ビット演昇

C十十やPascalが苦手とし、CPUに直接実行させて効果が
あがるのはビット演算だろう。単純なビット演算は、C十十や

ObjectPascalにもあるが、多倍長のビット演算はCPU命令
を直接使う方がよい。たとえば、16バイトのメモl）をレジ

スタに入れて4ビットずらしたい場合は、次のようにする。

SH L D E D X ，E C X ，4

SH L D E C X ，E B X ，4

SH L D E B X ，E A X ，4

SH L E A X ，4

また、EAXレジスタに含まれる「1」のビットの数を調べ

るために、次のようなプログラムが書ける。

SHLD EBX，EAX，31

AND EBX，55555555H

SUB EAX，EBX

SHLD EBX，EAX，30

AND EAX，33333333H

AND EBX，33333333H

ADD EAX，EBX

SHLD EBX，EAX，28

ADD EAX，EBX

AND EAX，OFOFOFOFH

SHLD EBX，EAX，16

ADD AX，BX

ADD AL，AH

次のプログラムは、EAXレジスタのビットを左右反転させ

るものである。

ROR EAX，7

MOV EBX，EAX

AND EAX，55555555H

XOR EBX，EAX

ROL EBX，2

0R EAX，EBX

MOV EBX，EAX

AND EAX，33333333H

XOR EBX，EAX

ROL EBX，4

0R EAX，EBX

MOV EBX，EAX

AND EAX，OFOFOFOFH

XOR EBX，EAX

ROL EBX，8

0R EAX，EBX

BSWAP EAX

最後の2つは、日経MIXのアセンブラ会議でmoritan（森

田和郎氏）が提示されたものである。理屈はともあれ、間違

いなく動作する。こんなものを見てしまうと、とても「究極

のアセンブラ」なんて記事は、恥ずかしくて書き続けられな

いので、今日はここまで。
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昨年リリースされたC十十BuiIderは、真の意味での

「ビジュアル開発」と「C十十」を両立させた画期的
なツールでした。今回、新たにリリースされた

ANSIC十十

C十十Builderの魅力はC十十が使えるという点です。ビジュ

アル開発の生産性が高いといっても、既存のC十十のノウハ

ウが活かせないようでは「ビジュアルなC十十開発ツール」
としての魅力は半減してしまいます。C十十Builderは、名

前空間、テンプレート、演算子オーバーロードなど最新の

ANS工C十十の機能に加えて、実績のあるRogueWave社の
標準C十十ライブラリ2．0が添付されています。

また、C十十としてのしっかりした基盤を持っているため、

開発したアプリケーションがビジュア）レでない他の　C十十

処理系と同等のパフォーマンスを実現しています。

Businesslnsight
高度な意思決定に求められる多次元解析をビジュアルに
設計できるDecisionCubeコンポーネントが組み込まれて

います（C／S版のみ）。Decision Cubeは、複数の条件に

対応するクロス集計を、コンポーネントベースで実現する
ものです。コンポーネントとして提供されていることで、

解析したい情報はダイアログボックスを使って簡単に設

定できる上、アプリケーションに解析機能を埋め込むこと

ができます。また、解析結果は表（グリッド）形式だけで

なくグラフ形式でも表示できます。

CompiIer
高速なコンパイラ・リンカが、ビジュアル開発に欠かせな

いすばやいレスポンスを実現します。C十十Builder3では、

さらにコンパイラ技術を進化させ、プロジェクトが利用す

るプリコンパイルヘッダをダイナミックに認識して、自動

的に適切なプリコンパイルヘッダ情報を取り込むように

改良されています。このため、2回目以降のプロジェクト

の構築時間がいっそう短くなっています（すばやいレスポ

ンスのために、48－64MB以上のRAMを搭載することを

お勧めします）。

C十十Builder3では、コンパイルオプションが詳細に設定

できるようになり、他の処理系で開発されたプロジェクト

やソースプログラムの利用にも配慮されています。また、

OWL5．0やMFC4．2もサポートされています。

DatabaseScaiabiIity
dBASE、Paradox、Access．MDB（DAO経由）、テキス

ト形式のデータからODBC接続、SQL LinkによるSQL
データベースへの直接接続までを共通のデータベースエ

ンジン（BorlandDatabaseEngine）でサポートします。
テーブル、問い合わせ、ストアドプロシージャなどのデー

タセットやバックグラウンドでの問い合わせなどを処理

するためのセッション、多彩なデータ表示用コントロール
が、すべてのデータに対して共通のスタイルで利用できま

す。

C＋＋Buikler3では、従来にもまして魅力的な機能が

サポートされています。ここでは、代表的な機能を

26個にまとめてレポートします。

Environment

使いやすいビジュアル開発環境もC十十Builderの特長です。

C十十Builderでは、ビジュアルな開発や高速性だけが重視

されているのではありません。従来のC十十のノウハウを活

用したいソースコード開発においても、すぐれた使い勝手

が実現されています。ビジュアル開発とソースコード開発

を密接に連携させる2Way－Toolによって、ビジュアル開

発で設計したフォームに対応して、即座にソースコードの

内容が更新される機能や、ビジュアル開発とソースコード

開発の間でカット＆ペーストを行なったり、ソースコード

での編集がビジュアル開発に反映される機能の総称です。

また、スピードバーやコンポーネントパレットのカスタマ

イズ、スピードメニューを使ったコマンドの呼び出し、位

置やサイズの微妙な調整を実現する機能など、使いやすい

ユーザーインターフェースを効率的に設計するための手

段が豊富に提供されています。また、スピードメニューな

どを使って目的の機能を簡単に呼び出せます。

さらに、開発で時間をとられがちな、デバッグ作業につい

ても通過回数や条件式を指定できるブレークポイント、関

数呼び出しもできる式の評価、即座に変数の値を調べられ

るツールチップ、実行ファイルやDLLの状態を調査でき

るモジュールビュー、アセンブリレベルでのテンヤッグをサ

ポートするCPUビューなど、信頼性を高めるためのデバ

ッグ機能も充実しています。

臣ormlnheritance

C十十Builderでは、プロジェクト中のフォームから新しい

フォームを継承して作成できます。基本フォームに変更を

加えると、それは継承したフォームにも反映されます。フ

ォームの継承は、作成したプロジェクトや設計したフォー

ムの再利用性を高めるものです。しかも、継承を何段階繰

り返しても、実行速度の低下を招きません。

Globaloptimization
Pentiumスケジューリング、メモリ・文字列関数のインラ

イン展開、誘導変数の最適化、共通式の削除など、高度な

最適化が実装されています。また、テンプレート構文の評

価を改善し、コード生成の効率を向上させました。

この他にも、動的メソッドのサポートやtry一五nallyスタ
イルの例外処理による効率化、命令セットや呼び出し規約

など多くのコンパイ）レオプション、MMX対応アセンブラ

を使ったインラインアセンブリ処理など、究極のパフォー

マンスに対する妥協のない機能を実装しています。

軸elp
改良されたオンラインヘルプや充実したサンプルプログ

ラムが、C十十Builder3の理解を助け、いっそう迅速なプ

ログラミングを支援します。
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lnternet

17種類ものプロトコルコンポーネントを使って、インタ

ーネット対応のアプリケーションもビジュアルに開発で

きます。

Japanese
C十十Builder3では、日本語対応をプロジェクト自身と分

離でき、各国語対応が容易になりました。リソースDLL

ウイザードを使うと、フォームのリソースだけを分離した

専用のDLLプロジェクトを作成できます。オリジナルを

英文にしておけば、英語環境と日本語環境で自動的にユー

ザーインターフェースが使う文字列を変更できます。

Keycustomize
Windows標準、ポーランドの古典的なキー設定、Brief相

当、Epsilon相当の4種類のキー設定から好みのキー操作
を選択できます。また、デバッグ機能を使う際には、Turbo

Debugger互換のキー設定も選べます。

Loca11nterBase

LocalInterBaseスタンドアロン環境でClient／Serverスタ

イルのアプリケーションを開発するために便利なツール

です。本格的なRDBMSであるInterBaseとの互換性を

持ちながら、スタンドアロンでの接続をサポートしており

ストアドプロシージャやトl）ガーなどSQLデータベース
特有の手法を使ったプログラムを開発できます。

MultiThread

Windows95INTの機能であるマルチスレッドを使えば、

時間のかかる処理をバックグラウンドで処理し、ユーザー

インターフェース部分に負担をかけないというプログラ

ミングができます。また、BDE（Borland Database

Engine）もマルチスレッドは寸応しているため、時間のか
かる問い合わせをバックグラウンドで処理することもで

きます。

Nativecode

かつてビジュアル開発ツールの多くは、中間コードという

手法を使っていました。C十十Builderでは、開発時点から

他のC十十処理系と同じくネイティブコードを生成します

から、実行速度が低下する心配はありません。

Objectoriented
C十十Builderの基盤はオブジェクト指向が支えています。

カプセル化、継承、ポリモーフイズムといったオブジェク

ト指向プログラミングの特長が、C十十Builderのビジュア

ルな魅力としてあらわれていると言ってもよいでしょう。

オブジェクト指向のメリットは、ある時点でのアプリケー

ションを開発が楽になるだけでなく、開発したアプリケー

ションの保守や拡張が容易であるという点にもつながっ

ています。きちんとしたオブジェクト指向を組み込むこと

で、目先の便利さだけでなく長期的な効率化が実現されて

います。

“ProjectManager

C十十Builder3のプロジェクトマネージャは、複数のター

ゲットを管理できます。実行ファイルと　DLL、オートメ

ーションサーバーとコントローラ、リモートデータサーバ

ーと軽量クライアントなど、複数の実行ファイルからなる

大規模なプロジェクトを開発する際に便利です。

QuickReport

大幅に改良されたQuickReport2．OJでは、QuickRepとい
うグリッドが表示されたビジュアルコンポーネントを使
って、レポートの設計がさらに容易になりました。

織emoteDataset

多層環境を実現するためのリモートデータ制御もコンポ

ーネントベースで開発できます。リモートデータセットは、

BDE①orlandDatabaseEngine）に依存しないデータセッ
トであり、この仕組みを応用して他のデータベースエンジ

ンを利用するコンポーネントも作成できます。

SQLLink
SQL Linkを使うと、InterBaseやOracleといったSQL

データベースに対して、直接SQLを使って接続でき、高
速なデータベース処理を実現できます。

TeeChart

TeeChartは、円グラフや棒グラフをはじめとする11種類

の表示形式や立体化、複数ページの作成、形状の詳細な設

定など、収集した情報やデータを多彩なスタイルで表示で

きるグラフコンポーネントです。

Upsizing
Data Migration Wizardを使うと、ローカルテーブルを

SQLデータベースにアップサイズすることも容易です。

VisualComponentLibary
C十十Builder3の魅力には、通常のコントロールから編集

機能付きの文字列グリッドや書式付きで入力できるマス

クエディットといった拡張コンポーネントなど100種類

以上のコンポーネントが利用できるところにもあります。

また、C十十Builder自身で新しいコンポーネントを開発す

ること．もできます。C十十Builderのコンポーネントは技術

的にはC十十のクラスですが、設計時にもコンポーネントと

して動作させることができ、設計時点での微妙な調整がで

きます。

Web
NSAPI／ISAPIやCGIを使ったWebサーバーアプリケー

ションを開発するための専用モジュールやコンポーネン

トが提供されています。テーブルや問い合わせといったデ

ータセットから自動的にHTMLの表を作成することもで
き、他のHTMLデザイナなどと組み合わせて、高速なイ

ントラネットシステムを構築できます。

ActiveX

C十十Builder3では、既存のコンポーネントをActiveXコ

ントロールに変換したり、Activeフォームによるフォーム

形式でのActiveX　コントロールの開発がサポートされて

います。タイプライブラリエディタによるプロパティやメ

ソッドの拡張、プロパティページの作成、インターネット

配信用の設定など、機能も充実しています。

repositorY
設計したフォームやプロジェクトはリポジト1）（倉庫）に

登録できます。登録した要素は、別のプロジェクトを作成

する際のテンプレートとして再利用できます。また、メニ

ュー項目もテンプレートとして保有したり、再利用するこ

とができます。

WiZard

プロジェクトやフォーム、コンポーネント、スレッドなど、

C十十Builderで使うさまざまな要素を作成するために各種

のウイザードが提供されています。TeeChartによるグラ

フを簡単に作成するためのTeeChartウイザードやレポー

トを簡単に設計するためのQuickReportウイザードなど
もあります。

※注意　製品形態によって利用できる機能は異なります。

AMAGAZINE　1998APRIL　5



製品出荷前でありながらそのパワフルな開発力が評

価されCOMDEXで「BESTOF BYTE」賞を受賞

したのが1994年の秋である。あれから3年半、
Delphiは着実に実力を発揮する場を獲得してきた。
最新版のDelphi3では、ワンステップでのActiveX

コントロール開発やコンポーネントベースでの多層

8ビット時代からTurboPascaI3，0まで

Delphiの最新版はバージョン3です。しかし、搭載されて

いるコンパイラは15年前に発売されたTurboPascalからバ

ージョンアップを繰り返してきたものです。コマンドライン

コンパイラであるDCC32．EXEを実行させると「DelphiR）r
Win32VersionlO．0」と表示されます。つまり、最初のバー

ジョンを除き、コンパイラの改良が9回繰り返されてきたわ

けです。まず、その歴史からひも解いてみましょう。

1983年にリリースされた最初のバージョンは8ビットの

OSであるCPIM用に開発されたもので、このときすでにエ

ディタとコンパイラが統合された環境を持っていました。し

かしながらサイズは20KB程度とコンパクトであり、開発環

境の一部を実行ファイルのためのライブラリに利用すると
いったテクニックも使われていました。

TurboPascalは、コンパクトなサイズ、軽快な動作、そし

て生成されるプログラムの品質の高さという、開発ツールと

しての魅力を持ったツールで、しかも安価でした。「安価だ

からといって心配は要りません。我々はポーランドという確

かな技術力を持った会社なのです」という当時のメッセージ

は、今でも色あせていません。こうして、Turbo Pascalは

ホビーからビジネスまで幅広い支持を得ました。

DelphiのObjectPascalが、この頃のTurboPascalの正統
な継承者である証拠が今も残されています。フォームの

OnKeyPressイベントを次のように定義してください。

proced－lreⅢ－Orml・ForI脈eyPress（Sender：TObject；Var Key：Char）i

begin

if Key＝〈A then Caption：＝、Ctrl－A′；

プログラムを実行してICtrlI十匹］を押すとこのイベントハ

ンドラが呼び出されます。「＾A」という表記は、lCtrll＋四
に対応する文字コードをあらわすものです。＜は、コントロ

ール＋英字をあらわすためによく使われていたものですが、

このような実用的な拡張も取り込んでいく姿勢は、当時から

ありました。もちろん、TurboPascalはNiklausWirth（ニ

クラウス・ヴイルト）氏が開発したPascal言語を処理する

もので、Pascal言語が教育用の覚えやすい言語だったことも

Tul・boPascal普及の一因であることに違いはありません。
1984年にバージョン　2．0がリリースされ、CP／M86や

MS－DOSにも移植され、Turbo Pascalはますますその勢い

を伸ばしていきました。日本語マニュアルが添付されたバー

ジョンが最初に発売されたのも、このバージョン2．0です。

そして、1985年にリリースされたバージョン3．0では、オ

ーバーレイのサポートやBCD・8087に対応したバージョン、

グラフィックや数値計算に関するツールボックスの提供な

ど、初期のTurboPascalの完結編と言ってよい製品でした。

開発など　ビジュアルな開発力が存分に活かされる

内容となっている。この開発力は一朝一夕にできあ

がったものではない。Delphiの真価は、長年にわた
る開発ツールの実績の積み重ねにあるのた。今回は、
ポーランドのPascalコンパイラの歴史を振り返る

ことで、Delphiの背景を再確認してみよう。

DOS版TurboPascal

1987年ユーザーインターフェースが一新されたTurbo

Pasca14．0がリリースされました。TurboPasca14．0は、マ

シンの機能を利用して開発環境が全面的に書き直され、拡張

されたエディタやダイアログによるオプションの設定、その

場で呼び出せるオンラインヘルプなど、当時としては画期的
な機能が組み込まれた製品でした。

また、Delphiでは当たり前のように使われる「ユニット」
が採用されたバージョンでもあります。ただし、ポーランド

のPascalで最初にユニットを採用したのは、Macintosh用

のTurbo Pascalです。ユニットは、おおざっぱにたとえる

と　C十十のヘッダとプリコンパイル情報をまとめて扱うもの

で、大規模なプロジェクトも短時間でコンパイルできました。

実のところ、TurboPasca14．0の日本での評価は賛否両論
でした。もちろん、新しい機能は歓迎されたのですが、Turbo

Pasca13．0以前のユーザーの方には特定の機種に依存するこ
とへの抵抗感があり、またオーバーレイがサポートされなく

なったことへの不満もありました。

1988年、ポーランドは開発ツールを一新しました。そのひ

とつがTurboPasca15．0です。開発環境でのソースレベルデ

バッグや言語・ライブラリのオンラインヘルプをサポートし、

オーバーレイが高度な仕組みによって復活しました。Turbo

Assembler＆Debugger　という味方とともに、その威力をい

かんなく発揮できるようになったのです。この時期、すでに

日米双方でマシンの寡占化が進んでおり、機種依存性に対す
る抵抗は以前よりも少なくなっていました。

1989年、TurboPasca15．5がリリースされました。バージ
ョン番号からはマイナーなバージョンアップに思われるか

もしれませんが、これはポーランドがはじめてオブジェクト

指向プログラミングを取り入れた製品です。

TurboPasca15．5は静かな船出ではありましたが、翌年に

リリースされたTurboPasca16．0ではTurboVisionという

ユーザーインターフェースを設計するためのクラスライブ

ラリも添付され、オブジェクト指向プログラミングへの取り

組みが本格化していきます。TurboVisionは、TurboPasca1

6．0の統合開発環境にも使われていました。自社製品の開発

に自社製品の開発ツールを使うという当たり前のことが、当

たり前に行われているのです。当時のCEOであるPhilip
Kahn氏（現Stal・Fish社CEO）はこう語っています。「ポ

ーランドの強みは、我々自身が最先端の開発言語を持ってい

ることです。私たちは、常に改良を心がけています。もし、

ポーランドが『もう改良は必要ない」と言い出すようなら、

ポーランドのことは忘れなさい。」

この後、1992年にはTurboPasca17．0（日本語版未発売）
がリリースされています。
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TurboPascalforWindows

ポーランドがはじめてWindows用の開発ツールをリリー

スしたのは、1991年のTurbo PascalRlrWindowsです。
Windows1．0、2．0は一般に定着するには至っていませんで

したが、Windows3．0は違っていました。CPUのプロテク

トモードを使ったメモリ空間の広がりによって実用性が増
し、急速にユーザーを獲得していきました。TurboPascalR）r

Windowsは、そこに登場しました。

もともとC言語中心で設計されたWindowsにPascalを持

ち込むため、Pascalに大幅な改良が加えられることになりま

した。C言語のスタイルでもあるヌルコードで終了する文字
列を扱うためにPChal・型が取り入れられたのも、Turbo

Pascalfbl・Windowsからです。

また、TurboPascaltbrWindowsでは、オブジェクト指向

プログラミングの能力をWindowsで活かすためのクラスラ
イブラリObjectWindowsを提供していました。ここで、単

純なクラスライブラリではWindowsメッセージを処理効率
が悪くなります。通常のクラスライブラリの設計手法では、

扱うメッセージが増えるほどクラスを継承するたびに消費
するメモリが多くなってしまうのです。これを避けるために、

Ⅴ止tualの直後にメッセージ定数を記述して、動的メソッド

を定義できるようにしました。これは、現在のmessage文
に似た文法です。動的メソッドによって、効率的なクラスラ
イブラリが実装できるようになりました。

1992年には、Windows・3．1対応のTurbo Pascal R）r

Windowsl．5（日本語版未発売）がリリースされました。ま
た、TurboPascalの上位製品としてリリースされたBorland

Pasca17．0（日本語版未発売）は、DOS／Windows対応をひ

とつのパッケージにまとめた製品です。また、DOS用のプ

ロテクトモードアプリケーションやWindows DLLの共有
などを実現していました。

ビジュアル開発の先駆けObjectVision

PascalやDelphiとは直接関係ありませんが、ポーランド

の「ビジュアル開発ツール」として忘れられないのが

ObjecもVisionです。TurboPascalR）rWindowsとほぼ同時

期にり仁一スされたObjectVision（日本語版未発売）は、デ
ータベースアプリケーションを設計する専用のビジュアル

開発ツールでした。ObjectVisionは、まさにデータベースコ
ンポーネントをフォームに配置する感覚でアプリケーショ
ンを作成できました。

ObjectVisionは、現在のBorlandDatabaseEngineの前身
であるParadoxEngineを使ってデータベース処理を実現し

ていました（制限付きでdBASEやBtrieveも利用できまし

た）。ParadoxEngineは、当時ポーランドが発売していた
データベースアプリケーションParadoxで使われているテ

ーブルを開発ツールで利用するためのライブラリです。今で

こそ、データベースアプリケーションのビジュアル開発は珍

しくありませんが、当時はデータベースライブラリを使った

ソースコードプログラミングが主体であり、ObjectVisionは
画期的なツールでした。

しかし、ObjectVisionはプログラミング言語ではなく、あ
くまでユーザーインターフェースの設計ツールであったた

め、市場での認知度はさほど高まりませんでした。しかし、

ユーザーの方には高い評価を受けていたのも事実です。
その後、ObjectVision2．0、2．1、OS／2版などがリリースさ
れています。

DeIphiの登場

1994年のCOMDEXで、Delphiは「BESTOFBYTE」と
いう賞を受賞しました。1992年にBorlandPascalをリリー

スして以来、2年以上にわたって開発が続けられてきた新バ

ージョンであり、ベータ版の評価が非常に高かっだ結果でし
た。

製品が）リースされた1995年、Delphiは開発ツールの既
成概念を打ち破るツールとしてまたたく間に広がりを見せ

はじめます。いままで、どちらかといえば地道な活動が多か

ったPascalユーザーの中には、Delphiによって活躍の場が
広がったという方も少なくありません。

1996年には32ピット版Delphi2．0が）リースされ、1997
年には、Delphi3がl）リースされました。いまや趣味のプロ

グラミングから大規模な業務システムまで、Delphiは幅広

い利用者を獲得しています。今日のDelphiの躍進ぶりは、
よく知られるところでしょう。

Delphiは、当初からネイティブコードを生成するコンパイ

ラ、豊富なコンポーネントを備えたビジュアル開発環境、ロ

ーカルデータからSQLデータベースにまで対応できるデー

タベーススケーラビリデイを統合した開発ツールとして宣
伝されてきました。

しかし、これらが「単純に統合されたツール」ということ

が本質ではありません。たとえばDelphiのコンポーネン
トはObjectPascalにおけるクラスです。ビジュアル開発ツ

ールの多くは、コンポーネントはツール自身に組み込まれた

機能であったり、完全に分離したOCXやDLLです。こうし

た関係では、オブジェクト指向プログラミングの特長である

継承などの特長が活かせませんし、何より既存のソースコー

ド中心のコンパイラに匹敵するパフォーマンスは得られま
せん。

Delphiは、コンポーネントを設計時に利用するため、その

クラスをコンポーネントライブラリに登録した時点で、専用

のDLLにも埋め込んでしまいます。つまり、DLLという実

行可能な形式が用意されているために、Delphiは設計時に
クラスを利用できますし、コンポーネントは設計フォームの

上で実際に機能するのです。ビジュアル開発に欠かせないす

ばやいレスポンスは、毎分数10万行というコンパイル速度
とユニットという仕組みによって支えられています。

Delphi自身でコンポーネントを設計できるのも、技術的に

はコンポーネントがクラスだからです。フォームの継承も

Object Pascalのフォームクラスを継承しているに過ぎませ

ん。もちろん、その背後には、継承によって生じるさまざま

な問題を吸収するためのDelphiなりの工夫があります。

Delphi3で、ActiveXコントロールを作成したり、多くの
コンポーネントが提供されたり、リモートデータ制御のビジ

ュアル開発ができるのも、確かな技術に基づいているのです。

オブジェクト指向プログラミングの特長は、既存の資産を活

かす保守性や拡張性にありますが、Delphiでは多くの資産

があらかじめコンポーネントとして提供されていると言っ
てよいでしょう。

まとめ

ここに述べた歴史や内部の仕組みは、普段Delphiを活用す

るために必要な知識ではありません。しかし、今は目先の機
能や特長を追いがナる時代ではありません。安易な発想がも

たらしたバブル経済が、今日の深刻な不況を招いています。

今こそ、確かな目で開発ツールを選んでほしいと願います。
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イントラネットの導入が進む

イントラネット僅1）は本格的に普及し始めました。イントラネットの導入調査僻2）では、

従業員5，000人以上の大企業の場合、すでに半数近くが導入を済ませ、中小企業を含め
た全体の場合でも、1年後には過半数の企業が導入を予定している模様です。

企業はイントラネットに何を求めているのでしょうか？答えは、社内での情報共有の

効率化と、社内情報システム構築の効率化です。

社内の情報共有の大部分はデータベースの運用で行われますが、部署によりデータの

フォーマットは異なります。また、クライアントPCにデータベースと接続するための

ソフトのインストールや、複雑な設定が必要な場合があります。さらに、典型的なC／S
モデル僻3）やファイルサーバー形式僻4）では、TCO（注5）の削減は望めません。

イントラネットで情報を共有する場合、システムを提供するWebサーバーと情報を蓄

積するデータベースとが連携した3階層アプリケーション荏①が利用されます。3階層ア
プリケーションは、ファンクショナリティ層部分の開発に専念でき、かつ、クライアン

トPC　とデータベースサーバー間の通信負荷が軽減できます。また、クライアントは、

Webブラウザが利用でき、簡単な操作性とプラットフォームに対する非依存性は、TCO

削減に大きな役割を果たします。

肋かサ“バーとデータベースの連携

Webサーバーとデータベースの連携ソフトは、1996年頃から、データベースの検索結

果をHTMLに出力する、静的なHTMLジェネレータがいくつか提供されました。しか

し、1回（1画面）のデータ入力で、複数のデータベースを更新するトランザクション機能
を搭載したものでなくては、社内での情報共有を図る業務システムを構築することはで

きません。

ポーランドのIntl・aBuilderは、主要なWebサーバー確7）とデータベース停8）をサポー

トするWebアプリケーションサーバー構築ツールです。IntraBuilderの特長は、ダイナ

ミックなHTML生成機能を持ち、常に最新のデータを反映したHTMLベースのフォー

ムとレポートを作成することです。フォームとレポートは、コンポーネントベースのビ

ジュアルなプログラミング機能を備えた開発環境でデザインでき、カスタマイズ言語に

はJavaScript荏9）を利用します。また、柔軟な開発に欠かせない2Way－Tool機能鮮10）を
搭載しています。

次のようになります（図1参照）。
図1Webサーバー＋intraBu‖der＋データベースの連携

陸霊藍藷二言㌻下請音大「に構築する社内情報システム

虐誤読議欝BP社）の

短見ノ㍍誓署；需テ；
庸二諾嵩霊許；こ詰
烏；詫詰崇悪
声㌫㌍霊PCで運用される21

轄馨蒸≡i
韓欝翠
犀苗ルコストオブオナシップー

1

監護鵠
吉言霊莞黒岩響！

祷霧誓盤雪i

！（注7）Netscape FastTrack Server、I

IntraBuilderが最新データを反映した動的なWebパブl）ッシングを実現する仕組みは、悟空豆嘉謙二器結
lwebSite、B。rIandWebServe，をサボ二古
i i

麗整薄
幸でネイティブ接続可）　　－

匿誓嵩草
履？需1㌍器詰二三万

るハードコーティンI

嵩莞露出Iログラミンクのとち

！に縛られることなく、2つの環境を切り替！

タイルかレポートスタイルのHTMLを生成する。

（l）WebブラウザがWeb（HTTP）

サーバーに情報を要求する。

（2）Webブラウザが受け取った
要求をIntraBuilderブローカが

IntraBuilderエージェントに伝

達する。

（3）IntraBuilderエージェント

（HTML　生成エンジン）で、

IntraBuilderデザイナで作成し

たフォームかレポートを実行す

る。

（4）BorlandDatabaseEngineを

譜霊詰二誓霊草警護筈ること亮言諭す
i

最新デ‾夕を含んだフォ‾ムス忠書籍謹豊謹忠
（6）生成されたHTMLは、Int．・aBuilderブローカとWebサパーを経由して、W。bブ匡すること　　　　　　！
ラウザに返信される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」一一一一一一一一一一一一一一一一」
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イントラネットとクIL－プウエア
イントラネットでの情報共有の手段として、ワークフロー管理（注11）

を含んだグループウェアの利用が目立っています。グループウェアが

利用される範囲は広がりつつあります。本来、電子メールやスケジュ

ール機能などでグループ内の情報共有を目的としていましたが、ワー

クフロー管理などを含むことで、全社的な企業内の情報共有手段にな
りつつあります。

IntraBuilderは、企業内の情報共有手段のサンプルプログラムとし

て、掲示板、電子メール、スケジュール、会議室予約、勤怠管理で構

成されている小規模事業所内でのグループウェア構築を支援する
Intl・aBuilderグループウェアを用意しています。IntraBuilderグルー

プウェアは、http：〝www．borland．co．jp／intrabuilder／intragw．htmから
ダウンロードできます。含まれていない機能などは、自由にカスタマ
イズして追加して利用することができます。

図31ntraBuiiderグループウェアのメール機能
華子言上点 ．lin 。脇 目』，「 、∴＝∴1日／∴ ∴ 「こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 園岡 野
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IntraBuilder1．5には、Standard版、

Profもssional版、Client／Server版の3パ

ッケージがあり、構築するWebアプリケ

ーションの親模により、利用するパッケ

ージが異なります。それぞれの想定規模
は、表1の通りです。

Standard版は、IntraBuilderエージェ

図21ntraBuiIderグループウェア

IntraBuilderグループウェアの機能は以下のとおりです。

・掲示板IntraBuilderグループウェアを使用する全ユーザーに対して、情報
提供を行なう機能。情報はジャンル別に登録できる。

・電子メールIntraBuilderグループウェアを使用する特定ユーザーに対し
て、メールの送受信を行なう機能。送信簿により、メールの済読l未読が確認
できる。

・スケジュールIntl・aBuilder　グループウェアを使用するユーザー個人のス
ケジュール管理機能。また、複数人の空き時間を調べるグループスケジュー
ル確認も含まれる。

・会議室予約　会議室や他の施設のスケジュール管理機能。自分のPCから、
複数の会議室の空き時間を確認／予約が行なえる。

・勤怠管理　タイムカードをイメージした勤怠管理機能。出社、外出、帰社、
退社の時間の登録が、自分のPCから行なえる。

IntraBuilderグループウエアは、ポーランドのソリューションサー

バー（http：／／solution．borland．co．jp／ibgw／index．htm）で体験できます。

アプリケーションサーバ“の規臓

表1パッケージ毎の想定規模

製 品 想定サ ーバ ー機種 と台数 想定 同時接 続数

IntraB uilder l．5 Standard W in d ow s 9 5／N T X 1 台 ～ 5 ユ ーザ ー程度

IntraB uilder l．5 Profe ssio n al W in d ow s N T X 1 台 ～ 2 0 ユーザ ー程度

IntraB uilder l．5 C lient／Server W in d ow s N T X 2 台 ～ 5 0 ユーザ 一種虔

ントがシングルインスタンスのため、大量のデータ処理には不向きです。しかし、Profもssional版と　Client／Server版の

IntraBuilderエージェントは、マルチインスタンスでWindowsNT上に複数起動できるので、スループットを維持したまま大

量のデータ処理を行うことができます。また、Client，／Server版のIntraBuilderブローカーは、複数台のWindowsNTマシン

ばすするディスパッチ機能を持ち、サーバーPC1台あたりの負荷を分散するとともに、同時接続ユーザー数を拡大することが

できます。以下に想定されるシステムの規模とおよそのPCサーバーのスペックを紹介します。

表2小規模の場合（同時接続数を10－20台に想定）　　　　　　　表3大規模Webシステムの場合（同時接続数50台を想定）

サ ーバ ーP C P en tiu m P ro ／20 0 ク ラス× 1 台

O S W in d ow s N T S erv er 4 ．0

デー タベ ースサーバ ー M S S Q L S erv er 6 ．5

W eb サ ーバ ー ソフ ト M S In tern et Infbrm ation Se rve r

In tl・aB u ild er In traB u ilde r l．5 P ro鮭ssion al

（In traB u ild er エー ジェ ン ト× 3 ）i

R A M 80M B

R A M の内訳 N T 4．0 が 2 4M B 、 S Q L S erv er が 12 M B 、

IIS　 が　 8 M B 、 In tra B u ilder　が　 3 6M

（12 M B ／In traB u ilde r エー ジェ ン ト×3）

※これらのRAM数値は最低限の動作を保証するもので、不足分は仮想

メモリ（スワップファイル）に展開することになります。もう1台の

WindowsNTマシンを用意し、アプリケーションサーバー機とデータ

ベースサーバー機を分ける事を推奨します。

サーバ ーP C P en tiu m P ro／2 0 0 クラス ×2 台

O S W in do w s N T S erver 4 ．0 と

W in dow s N T W ork st，a tion 4 ．0

デー タベ ースサーバ ー O racle W ork grou p S erv el・7．3

W eb サ ーバ ー ソフ ト N etscape F a stT rack S erver

O n tra B u ild el・1．5 C IS にバ ン ドル）

In traB u ild el・ In t，l・a B uilder l．5 C lie n t／S erver

（In traB u ilder エ ー ジェン ト× 3 × 2 台 ）

R A M S e rve r マシ ン：9 2M B

W ork station マ シ ン：108M B

R A M の内訳 S erver マ シン：N T 4．0 が 2 4M B 、F asttl ac

が　 32M B 、 IntraB uildel・ が　 36

（In traB uilder エージェン ト×3 ）

W ork station　マ シン：N T 4．0　が 24M B 、

O racle 7．3 が 48 M B 、Intl・aB uilder が 36M B

AMAGAZINE　1998APRIL　9



JDK1．1の登場により、Javaにおいてもコンポーネ

ントベースでの開発スタイルが普及した。当初から、

積極的なJavaBeans　への対応を実現していた

JBuiiderに続き、JavaBeansへの対応を表明してい

るJava開発ツールも出そろいつつある。

だが、一歩先を歩んできたJBuiiderは、今やJava

環境において唯一実践に耐えうる能力を身につけて

いるツールだと言える。Java開発ツールとして他を

リードするJBuilderの底力はいったいどこにあるの

か、詳しくレポートする。

Javaの将来性をサポートするJBuilder

JBuilderは、100％Pul・eJava開発をサポートするビジュ　　を拡張するのではなく、100％PureJavaサポートの中で実

アルJava開発ツールといわれています。ポーランドの100％　　現されています。JBuilderは100％PureJavaをサポートす

PureJavaサポートの姿勢は、Javaの将来性を見据えてい　　るので、これらの新しいテクノロジーにすばやく対応できる

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のです。Javaテクノロジーの真の力を引き出すJBuilderの

JavaとJavaに関連するテクノロジーは、驚異的なスピー　　底力を紹介しましょう。

ドで進歩しています。これらのテクノロジーは、独自にJava

強力なPureJava2Way”TooIs

JBuilderのビジュアル開発は、PureJava2Way－TooIsに

よって実現されます。PureJava2Way－TooIsは、JavaBeans

によるビジュアル開発と、コードの双方向の連動を実現した

高度なRAD環境です。

たとえば、ユーザーインターフェースの設計は、Beansコ

ンポーネントのドラッグ＆ドロップによって行なえます。配

置したコンポーネントは、コンポーネントインスベクタと呼

ばれるウインドウに表示されたプロパティを設定すること

で、属性を変更できます。このようなビジュアル操作は、直

ちに対応するJavaのソースコードに反映されます。配置し

たコンポーネントのインスタンスを生成するコードや、プロ

パティを設定するコードはすべてPureJavaのコードであ

り、ビジュアルを実現するための特殊な中間ファイルなどは

用いていません。このコードを修正することはもちろん可能

です。

また、コンポーネントを配置するコードやプロパティを設

定するコードを記述すれば、それは直ちにビジュアルに反映

されます。このような双方向の連動を実現させたJava開発

ツールは、JBuilderだけです。

AppBrowserの底力

Javaの開発は、すべてビジュアルによって実現できるも

のではありません。クラスの設計、ビジネスロジックの実装、

コンポーネントのカスタマイズなど、多くの場面でコードに

よる作業が必要になります。JBuilderは一見華やかな開発支

援機能を持っていないように見えますが、実は統合開発環境

の中心であるAppBrowserが強力にコード開発をサポート

します。

AppBrowserの構造ペインには、編集中のクラスの構造が

リアルタイムに表示されます。ツリー状に表示されたクラス

情報には、クラスに含まれるメソッド、変数などがあります。

これらの項目をクリックするとソースコードの対応する行

にジャンプするので、ソースの内容を把握するのに便利です。

また、オブジェクトなどの項目をダブルクリックすると、そ

のクラスのソースコードを表示します。さらにそのソースに

含まれるクラスの情報を見たい場合も、同様の操作で次々に

ドリルダウンできます。

AppBrowSerは、クラスの階層構造を把握するのにも役立

ちます。クラス階層はナビゲートペインに表示され、選択し

たクラスのソースと構造を同時に見ることもできます。
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JBCLの実力

JavaBeansはJavaの標準コンポーネントアーキテクチャ

です。コンポーネントは、自律的なプログラム部品としてプ

ログラム開発に使用されます。コンポーネントは、部品内部

の動作を隠蔽し、コンポーネントを利用するプログラマに安
全で強力な機能を提供します。

Javaはマルチプラットフォームでの動作をサポートして

いますが、コンポーネントにおいてもJavaの標準に準拠す

ることで、極めて高い再利用性を実現することができます。

JavaBeans準拠のコンポーネントは、JavaBeansに準拠し

たビジュアル開発環境で使用でき、さまざまなプラットフォ

ームで動作するアプリケーションを迅速に開発できます。

JavaBeansを用いることで、再利用性が高く、オープンな、

そして堅牢なアプリケーションを作成できるのです。

JBCLは、ポーランドが提供する高機能なJavaBeansラ

イブラリです。JBCLは、モデルビューアーキテクチャに基

づいた極めて拡張性の高いコンポーネントを提供します。高

度なコンポーネントの機能を利用することはもちろん、独自

のカスタマイズも容易です。データ構造とビジュアル表示を

分離した設計が、柔軟な拡張をサポートします。

五g．2JBCLによるビジュアル開発
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JBuilderでは、高機能なJavaBeansを多数搭載するばか

りでなく、市販のJavaBeansを登録して使用する機能もサ

ポートしています。登録したJavaBeansは、既存のBeans

と同じようにビジュアル開発で使用できます。

BeansExpressの生産力

BeansExpressは、JavaBeansを最も簡単に作成できる機

能です。BeansExpressを用いればアプリケーションのフ

レームやアプレットと同様に、ビジュアルな操作で

JavaBeansを開発できます。既存のコンポーネントを組み合

わせて複合コンポーネントを作成したり、コンポーネントの

をカスタマイズして独自のコンポーネントを作成できます。

アプレットとして作成したプログラムをJavaBeansにす

ることもできます。アプレットとして提供された機能を

JavaBeans化することで、アプリケーションや他のアプレッ

トで再利用することが可能です。

作成したBeansコンポーネントを配布するには、配布ウ

イザードを使います。配布ウイザードは、クラスの依存関係

をチェックして、最適なサイズのJARファイルやZIPファ

イルを作成することができるツールです。

DataExpressの開発力

DataExpressは、Javaの標準データベース接続アーキテ　　Eg．3DataExpressによるデータベースシステム開発
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ン ト は 、 J D B C に 完 全 準 拠 し て い る た め 特 定 の デ － 夕 べ － ス
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エ ン タ － プ ラ イ ズ シ ス テ ム 開 発 へ の 対 応 力

Javaは、CORBA（Common ObjectRequest Broker VisiBroker範，rJavaを搭載したJBuild。．Cli。nt／S。Ⅳ。．

Architecture）によって、大規模分散オブジェクトシステム　　Suiteは、エンタープライズシステムを強力にサポートする

開発の扉を開こうとしています。CORBAとJavaの出会い　開発環境です0ポーランドは、CORBAを核とした分散オブ

によって、Webにおける分散オブジェクトの可能性が広が　　ジェクトシステム開発をサポートしていきます。言語やプラ

りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツトフォームに依存しないCORBAと、マルチプラットフォ

CORBAとJavaをいち早く結び付けたのは、VisiBroker　－ムで動作するJavaを用いることで、真の異種接続
R）rJavaです。CORBA仕様に完全準拠した業界標準のORB （Heterogeneous）をサポートします。
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デスクトップデータベースの標準テーブルフォーマ

ットとして、多くの表計算lデータベース、開発ツー
ルでサポートされている　DBF　ファイルが、Visuai

dBASE7にて大幅に拡張されました。新しいDBF7

ト長いフィールド名
従来のDBFテーブルはフィールド名として10バイトまで

しか使用できませんでしたが、DBF7テーブルのフィールド

名には31バイト以下の文字が使用可能になりました。

ト新しいフィールド形式
DBF7テーブルには、次のフィールド形式が追加されました。

フィール ド名 機能

倍長整数型 －2，147，483，647 －2，147，483，647

倍 精度浮動型 2．2 ×10 －^308 －3．4 ×10 3^ 0 8

日付時間型 Y Y 仙皿4／D D H H ：M M ：S S 形式

カウンタ型 1 － 2，147，483，647 の整 数

※レコー ドが作成 されると自動 的に連

が作成 される。ある行 を削除 しても，ほ

かの行のカウンター型 フィール ド値は

変わらない。 l テーブルにカウンタ型

フィール ドは複数定義で きない

トフィールドプロパティ
DBF7テーブルには、フィールドごとに次のプロパティが

使用でき、入力を制御できるようになりました。

プロパティ名 機能

den lalt 新たにレコードが作成されると自動的にこ

の値が挿入される

m aXlm u m 入力可能な最大の値

m ln lm u m 入力可能な最小の値

required tru e に設定すると値を入力しなければレコ

ードを保存できなくなる

これらのプロパティは、フィールドタイプごとに使用でき

るものが異なり、デフォルト値も変わります。次にプロパテ

ィごとに使用できるフィールドタイプを示します。

プロパティ名 使用できるフィール ドタイプ

defualt カウンタ以外の全フィール ドタイプ

m aXlm u m 文字型、数字型、日付、浮動、倍長整数、

日付時間、倍精度浮動

m lnlm um m axim um ど同 じフィール ドタイプ

required 全フィール ドタイプ

なお、数値、論理、浮動、倍長整数、日付時間、倍精度浮
動フィールドの「required」以外のプロパティのデフォルト

値は「Null」になります。また、論理型フイつレドの「derualt」

プロパティのデフォルト値は「Null」になります。

テーブル（以下、DBF7テーブル）は、VisualdBASE7

と共通のBorlandDatabaseEngine（バージョン4，51
以降）を搭載している開発ツールでも利用できます。

ここでは、DBF7ファイルの新機能を紹介します。

トカスタムフィールドプロパティ
DBF7テーブルにはフィールド毎にカスタムフィールド

プロパティを作成することができます。カスタムフィールド

プロパティは、設定されているフィールドを使用する各コン

ポーネントにカスタムフィールドプロパティの値をコピー

し、各コンポーネントのプロパティのように振る舞います。

たとえば金額を入力するフィールドに「picture」と言う

名でカスタムフィールドプロパティを作成し、値を

「999，999，999」に設定します。このフィールドをehtryEeld
や　grid　コンポーネントで使用すればコンポーネントの

「picture」プロパティに何も設定しなくても値は位置取りカ

ンマが表示されます。

カスタムフィールドプロパティは、自由にどんなものでも

作成できますが、使用するコンポーネントに反映するのは、

コンポーネントが持っているプロパティにかぎられます。例

えば「enabled」と言うカスタムフィールドプロパティを値

「ぬIse」で作成し、このフィールドを「entry五eld」コンポ

ーネントで使用する場合は機能しますが、「grid」コンポー
ネントで使用する場合は機能しません。

ト固有インデックス
新しくDBF7テーブルでは、「重複を許さない」インデッ

クスオプションが追加されました。このオプションを指定し

てインデックスタグを作成すると、既に同じ値が別のレコー

ドに存在している場合、同じ値を入力し保有しようとすると

「キー違反です」とエラーが表示されます。

既に重複した値があるフィールドでこのオプションを指

定してインデックスタグを作成すると、重複した値を持つレ

コードの中の先頭のレコード以外すべて完全に削除されま

す。インデックスタグを削除し、RECALLコマンドを使用

しても削除されたレコードを復活させることはできません。

ト1次キー
DBF7テーブルには、新しく1次キーが作成できる機能が

追加されました。1次キーは、重複した値の保存を制限し、
基本的なレコード順を規志します。

VisualdBASE7タイプのl次キーは、他のテーブル形式
の1次キーと違い、テーブルをオープンしてもレコード順を

決定しません。しかし、1次キーを定義したフィールドに重

複した値を保有することを制限する機能は働きます。1吹キ

ーを使ってレコード順を制限するには、通常のインデックス

タグを使う方法と同様に「SET ORDER TO」コマンドや

「quel・y」コンポーネントの「rowset」オブジェクトの
「indexName」プロパティに指定する方法で行います。

他のテーブル形式では1次キーは最初のフィールド以外
に設定できないものがほとんどですが、DBF7テーブルでは
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1次キーを作成するフィールドは何番目のフィールドでも

かまいません。複数のフィールドでl次キーを作成する場合
でも、l次キーを作成するフィールドが連続している必要が
ありません。

VisualdBASE7タイプの1次キーでは、降順と昇順を選

択することができます。また、通常のインデックスタグと同
様に式を含めることもできます。

既に重複した値があるフィールドで1次キーを作成する

と、重複した値を持つレコードの中の先頭のレコード以外す

べて完全に削除されます。1次キーを削除し、RECALLコ

マンドを使用しても削除されたレコードを復活させること
はできません。

ト参照の整合性
DBF7テーブルには、参照の整合性の規則を定義すること

ができます。参照の整合性の規則は、複数のテーブルをキー

フィールドを基にリンクさせて使用する場合のデータ変更

の整合性を保ち、テーブルのリンク間の矛盾を解消するため

に使用します。また、実際にテーブルが使用されるアプリケ

ーションの不具合によるデータの矛盾の発生をテーブルレ
ベルで抑制することができます。

参照の整合性の規則の情報は、DBF7テーブルに保存され、

同一のデータベースまたは、同一のディレクトリ内のテーブ

ル間で定義することができます。参照の整合性の規則を定義

したテーブルは、別のデータベースやディレクトリに移動し

た場合でも有効になります。また、DBF7テーブルと他の種

類のテーブルとでは参照の整合性の規則は定義できません。

参照の整合性の規則は、インデックスによって整合性が確
認されますので、親テーブルのキーとなるフィールドには、

必ず1次キーを設定する必要があります。子テーブルのキー

になるフィールドには、インデックスタグを作成する必要が
あります。また、リンクされる子テーブルには、該当するレ

コードが必ず1レコード以下にする場合（子テーブルに該当

レコードがあるか、ないか場合）、子テーブルのキーとなる

フィールドには1次キーを設定する必要があります（インデ
ックスタグでは、複数のレコードが作成されるのを監視でき

ないため）。

いかなる参照の整合性の規則を定義した場合でも、該当す

るレコードが親テーブルに無い子テーブルのレコードの作

製や、キーフィールドの変更は禁止され、子テーブルに矛盾
したレコードの作製を完全に制御できます。

●参照の整合性の規則一更新動作の制限

たとえば図1のように2つのテーブルをリンクさせて使

用する場合、参照の整合性の規則を定義します。親テーブル

となる顧客．DBFの顧客番号フィールドには、1次キーを設

定します。子テーブルとなる支払．DBFの顧客番号フィール

ドには、インデックスタグを作成しておきます。
図1テーブルリンクの例

この例では、顧客番号のフィールドをキーとしてリンクを

行いますが、何かの理由である顧客．DBFの顧客番号を変更
した場合、リンクしている支払．DBFの該当するレコードの

顧客番号と一致しなくなり、データは間違ったものになって

しまいます。また、誤って支払．DBFの顧客番号を変更して

しまった場合、正しい顧客番号に訂正するには大変な労力が
必要になります。

このような問題を解決する方法として、参照の整合性の規

則（更新動作の制限）を定義します。支払．DBFにリンクして

いるレコードがある顧客．DBFのレコードの顧客番号フィー

ルド値の変更は制限されます。また、このような状態の顧

客．DBFの顧客番号フィールドの値を変更するには、支

払．DBFのリンクされているレコードをすべて削除しなくて
はなりません。

●参照の整合性の規則一削除動作の制限

図1のテーブルを使ってリンクを行っている場合、親テー

ブルの顧客．DBFのレコードが誤って削除された場合、削除

されたレコードにリンクしていた子テーブルの支払．DBFの

レコードは、まったく無意味なレコードになってしまいます。

この問題を解決する方法として、参照の整合性の規則（削
除動作の制限）を定義します。支払．DBFにリンクしているレ

コードがある場合、顧客．DBFのレコードの削除は行えなく

なります。また、このような状態の顧客．DBFのレコードを
削除するには、先に支払．DBFのリンクされているレコード

をすべて削除しなくてはなりません。

●参照の整合性の規則一更新動作の連動

図1のテーブルを使ってリンクを行っている場合、参照の

整合性の規則（更新動作の連動）を定義した場合、支払．DBF

にリンクしているレコードがある顧客．DBFのレコードの顧

客番号フィールド値を変更した場合、自動的に支払．DBFの

リンクしているレコードのキーフィールドの値が自動的に
更新されます。

●参照の整合性の規則一削除動作の連動

図1のテーブルを使ってリンクを行っている場合、親テー

ブルの顧客．DBFのレコードが削除された場合、削除された

レコードにリンクしていた子テーブルの支払．DBFのレコー

ドも削除しなければなりません。通常この場合リンクしてい

る子テーブルのレコードを削除し、削除が正常に行われた場

合、親テーブルのレコードを削除すると言った方法が使われ

ます。参照の整合性の規則（削除動作の連動）を定義した場合、

支払．DBFにl）ンクしているレコードがある場合、顧客．DBF

のレコードが削除されると、このレコードも自動的に削除さ
れます。このことは、顧客．DBFのレコードがいかなるツー

ルやアプリケーションを使って削除されても、データの矛盾
を生じさせないことを意味しています。

トテーブル制約
DBF7テーブルには、新たに行単位でフィールドの値を検

証するテーブル制約の機能が追加されました。

検証に使用できる式は、フィールド名を含むⅥsual

dBASEの式が使用できます。例えば、注文数のフィールド

の値より在庫数のフィールドの値の方が大きくなければな

らないと言った式を設定する場合、次のように指定します。

注文数＜在庫数

これにより、条件に合わないレコードの保存が禁止されま
す。
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ヨコのヒント

［lI1981年、IBMが発売したIBMやC
に搭載されていたインテル製のCPU、

0000。i8086　と互換性のある命令

セットを持っていたが、外部バスが8
ビットしかなかったため、8　ビット

CPUとして分類されることもあった。

IBMはパーソナルコンピュータ市場

への参入にあたって、仕様を広く公開

することで、急速な普及を狙った。こ

れが、今日のIBM－PC互換機というビ

ジネスの始まりにもなった。

131→［8］の下位機種として、日本電気が
1981年にパピコンという愛称で発売

したパソコン、PC一〇〇〇〇。下位機

種といってもROMカートリッジによ

るソフトの供給、サウンド機能（PSG、

3重和音）など、→［81を上回る機能も
備えており、ホビーユースを中心にヒ

ットした。

囲→18］の上位機程として1981年に発
売された日本電気の8ビットパソコン、

PC一〇〇〇〇。→［81との上位互換性を
維持するため、2つのBASICROMを

搭載していた。メインのBASICでは、
プログラム用に利用できる　32KBの

RAM、640×200のカラーグラフィッ

クを実現する48KBRAM、専用ディス

プレイを使った640×400のサポート

など、ビジネスユースを考えたパソコ

ンだったと言えるが、時代とともにゲ

ームマシンとしての性格が強まってい

った。

［811979年に発売された日本電気とし
ての最初の本格的なパソコン、PC一〇

〇〇〇（COMPO－BS80を除く）。キ

ャラクタ単位ではあるものの160×

100ドットのカラーグラフィック機能

を持ち、BASICを標準装備しており、

国産パソコンとしてベストセラーとな

った。NX以前のPC－9800シリーズの

キーボードにあるiGRPHIキーは、こ
の頃の名残りとも言えるものである。

［91→120］のVMシl）－ズに搭載された

日本電気製CPU、FL PD〇〇〇〇〇。
V30とも呼ばれ、ごく一部の命令を除

き、→1151との互換性を持っていた。
その後、上位のCPUも開発されたが

パソコンとしてはLTシリーズにV50

が採用された以外には使われず、制御

機械などで使われることが多かった。

110］富士通がFM－Rシリーズの前に発
売していた16　ビットパソコン、FM一

〇〇l。携帯型のFM一〇〇万もあった。

［13］インテル初の32　ビット　CPU、

iAPX〇〇〇（または、80000）。も

っとも、OS自身の32ビット化がさほ

ど進まず、仮想86モードを使った
EMS　エミュレータやプロテクトモー

ドとリアルモードを容易に切り替えら

れる仕組みを使った環境切り替えなど、

16　ビット環境の利便性を向上させる

ために使われることが多かった。実際

に32ビットOSが普及する頃には、ほ

とんど姿を消してしまった。

コンピュータ関係の数字だけを使った

クロスワードならぬクロスナンバーパ

ズルです。それぞれのマスには、0－9

までの数字がひとつだけ入ります。やや

古い題材が多いので、パソコン歴の浅い

方には不利かも知れません。

※注意　→的という表記は、ヨコ［31に該当

するCPUや機種を指します。

11帥8086との上位互換性を持った16
ビット　CPU、i〇〇〇〇〇。即値によ

るシフト・ローテイト命令、レジスタ全

体のPUSH仲OPなど、拡張された命

令セットを持っていたがプロテクトモ

ードはなく、さほど普及しなかった。

［17］モトローラ社初のCPU、MC〇〇
〇〇。単純な命令セットを持っていた

が、CP／MというOSを持ち、ソフト

が充実していたi8080に敗れ去った。

［18］富士通がFM－8の上位機種として
一1982年に発売した、FM一〇〇。ST、

AD、EXの3機種があり、FM－8同様、

メインCPUとしてはll141を使って

いたが、EXは→［1］とCP／M－86を搭載
して16　ビット対応を果たしていた。

しかし、モトローラ製ではなくインテ

ルCPUを使ったことでJi14］フアン
には不評だった。しかし、歴史を振り

返れば、この選択が間違いだったとは

言えないだろう。

［191沖電気から発売されたオールイン
ワンパソコン、if000。パソコン本

体、ディスプレイ、フロッピーディス

ク、そしてプリンタをひとつのマシン

に統合しており、ビジネスアプリケー

ションを作成しやすいよう、ファンク

ションキーがディスプレイの下部に用

意されているといったユニークな機能

もあった。8ビット機では1981年発売

のモデル30、16ビット機では1983年

発売のモデル50が有名。
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120］日本電気が1982年に発売し、パソ

コン界に築いた金字塔、PC一〇〇〇〇。

→［5］とのBASICレベルでの互換性を

持った16　ビットパソコンで、i8086

（5MHz）、128KB RAM、640×400

のカラーグラフィック（8色）など先

進的な機能を搭載し、当時一般的だっ

たカセットインターフェースをオプシ

ョンとするなど、ビジネス向けである

ことをアピールした。テキストVRAM

や漢字ROMなどこの頃の設計はNX

以前のPC－9800シリーズまで受け継

がれている。

［21］日本電気が1982年に発売したハ

ンドヘルドコンピュータ、PC一〇〇〇

〇。テンキーやファンクションキー、

N20－BASICなど、パソコンに近い機

能を搭載していたものの、当時はコン

パクトなポケットコンピュータが流行

しており、あまりヒットしなかった。

タテのヒント
llIインテルのCPU、i8086の浮動小数

演算を高速化するためのコプロセッサ、

i〇〇〇〇。当時、CPU自身はレジス

タや演算命令が整数に限られておりヾ

高速かつ精度の高い浮動小数演算を実

行するために必要だった。また、コプ

ロセッサのないマシン上で浮動小数演
算を実行させるためにエミュレータと

いう仕組みを提供している開発ツール

も多かった。486DX以上では、この機

能はCPU自身に組み込まれている。

［21日本電気が1983年に発売したノー

ト型コンピュータ、PC一〇〇〇〇。京

セラのOEMであり、40桁×8行（240

×64）のLCDパネルを持ち、フルキ

ーに近いキーボードを備えていた。し

かし、現在のように漢字を表示するこ

とは難しく日本のビジネスでの利用に

耐えるものではなかった。

［4］シャープが1980年に発売した最初

のポケットコンピュータ、PC一〇〇〇

〇（2つの製品が発売されたが、ステ

ップ数の多い方）。電卓よりやや大き

めのサイズでBASICが使えるという

画期的なものだった。しかし、CPUが

4ビットであったため数値計算の処理
速度は電卓よりも遅く、BASICプログ

ラムもめr文を100回繰り返すのに23

秒もかかるほどだった。この製品の発

売以後、一時期はカシオに急追された

が（J171参照）、シャープはポケット
コンピュータ市場での最大のヒットメ

ーカーとなり、この実績が現在の電子

手帳の繁栄にも結びついている。

［6］→［151の上位CPU、i〇〇〇〇〇。
16　ビットのプロテクトモードによっ

て16MBまでのメモリ管理やマルチタ

スクOSに必要な機能を備えていたが、

当初は高速なi8086として使われるこ

とがほとんどだった。このCPUに対

応したOS／2は売れ行きが伸びず、本
格的に使われ始めたるのは、Windows

3．0の登場を得たねぼならなかった。

ただし、Windows3．0が登場したころ

には→［131があり、これを使ったエン
ハンスモードの方が好まれた。

［71カシオのポケットコンピュータ、

PB－100の後継機種、PB一〇〇〇。1981
年に発売されたPB－100ではオプショ

ンだった1KBのメモリが標準実装さ

れていた。PB－100は、カシオ初のポ

ケットコンピュータであり、J［細こ比
べて桁違いの高速性と関数電卓に匹敵

する数値演算機能が売りであり、ヒッ

トした。しかし、BASICがやや特異で

あるなど、速度が向上したシャープ製

のポケットコンピュータに比べて、後

続の機種は競争力を失っていった（J
［4］参照）。カシオは後年FP－11・00とい

う数値計算にすぐれた低価格パソコン

を発売したが、スクロール速度が遅い

といったマイナス面もあり、ヒットに

は至らなかった。他社に遅れてMSX

パソコンもリリースしたが、MSX自身

の衰退とともに自然消滅。現在は
Windows CE対応のCASSIOPEIAで

巻き返しを図っている。

［81現在、CPUの圧倒的なシェアを誇

るインテルの初代8ビットCPU、i〇
〇〇〇。これ以前に、インテルは4ビ

ットCPUであるi4004を送りだし、

これは世界初のマイクロプロセッサと

言われている。また、急速に普及した

のは1974年に発表された改良型の
i8080（i8080A）である。

［111→［3］の上位機種として、1984年に

日本電気から発売されたパソコン、
PC一〇〇〇〇。フロッピーディスクを

搭載し、さらに音声合成を組み込んで

いた。また、1000文字程度の教育漢字

をROMで提供していた。

［12IJ［15］の設計者がザイログ社に移

籍して開発したCPU、Z一〇〇。i8080

との上位互換性を持ち、実行速度が高

速だった。裏レジスタや拡張レジスタ

の存在も忘れ難い。／‘PD780といった
互換CPUも含め8ビットパソコンの

主流として、圧倒的なシェアを獲得し、

→［3］、→［51、→［81でも採用された。

［141モトローラから発売されたCPU、

0000。→［171の後継であり、マル
チユーザー、マルチタスクを実現した

OS－9というすぐれたOSも提供された。

賢くなった電卓と言われたインテル系

CPUと違い、小さくなった汎属機とも

言われ、命令体系は洗練されていたが、

80系CPUを凌駕することはできなか

った。モトローラは、後に内部32ビ
ット、外部16ビットの68000をリリ

ースした。68000から　68040　までが

Macintoshに採用され、一時代を築い

たものの、現在ではIBMとの共同開発
によるPowerPCにその座を譲ってい
る。

［15IJ［12］で一世を風擬したサイログ
社が1979年にリリースした16ピット

CPU、Z一〇〇〇〇。しかし、Ji12）と
違い、ほとんど普及しなかった。16ビ

ット時代には、ふたたびインテル対モ

トローラの時代を迎えるのである。

［16IMotorolaをスピンアウトした技術

者が設立したMOSTechnologiesの代
表的なCPU（MPU）、〇〇〇〇。パ

イプライン処理や10進演算用のフラ

グなど、画期的な機能を持ち、この

CPUを搭載したあるパソコンは一世
を風靡した。ファミリーコンピュータ

で使われているCPUは、このCPUと

の下位互換性を持っている（10進演算
などはない）。

【18］→［20］に続いて日本電気が発売し

た、PC一〇〇〇。京セラのOEMであ

り、MS－DOSやマウスの標準装備、512

×720のグラフィック、縦横切り替え

可能なディスプレイなど、進んだ機能
を実現していたが、高価であることや

ソフトウェア不足により普及は進まな
かった。

プレゼント

答えの中で、0－9のうちまったく使

われない数字がひとつだけあります。

答えを以下のURLにて応募してくだ

さい。正解者の中から抽選で10名様

に、「C十十Builder3テレホンカード」

を差し上げます。正解者が10名に満

たない場合は、全正解者で山分けにし

ます。

（締め切り：98年4月30日）

mp：〝wvw・borland・Co・jp／amagazineIans．htm
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編集後記・休刊の挨拶
性懲りもなく、今年も発行しました。同じことを毎年書い

ているような気もしますが、ほんとうに今回が一番大変でし

た。なぜ今、最初のトピックが「アセンブラ」なのか疑問に

思われた方もいらっしゃると思います。今回で4号めとなる

「CMAGAZINE」誌の裏表紙広告企画ですが、第1号が「BC

MAGAZINE」、第2号が「DMAGAZINEJ、第3号が「CB

MAGAZINE」でした。そこで、「BCからDになりCBと戻

ってきたから来年はAでアセンブラの特集でもしまう」と昨

年の編集後記に書いたのです。それ以上の理由はありません。

C十十Builder3にMMX対応アセンブラが添付されるというこ

とは、昨年の時点ではまったくの未定事項でした。ですから、

最初のトピックなのにたいして中身がありません。期待され

た方、（もしいらっしゃったら）ごめんなさい。今年のタイ

トルの第二候補は「JMAGAZINE」でした。来年は、発行す

るかどうかも含めて未定です。いつものことながら、「C

MAGAZINE」編集部の方々には感謝しております。

実のところ個人的にはアセンブラは好きな方です。しかし、

アセンブラといえば記事で紹介したmohtan（あの森田将棋

の森田和郎氏）の強烈な印象があり、私自身が「究極」なん

てほんとうに恥ずかしくて書けません。企画段階では「アセ

ンブラ再考」というおとなしいタイ1トルたったのに、途中で

うっかり変更されてしまいました。今では、mOritanの世界

に触れることは難しいのですが、MIXのassembler会議にお

けるmol・itanのプログラムにはいつも驚嘆させられていまし

た。Delphiの記事といい、私も古き良き時代を懐かしむオジ

サンになってきたのかもしれません。温故知新、新しいもの

を追いかけるだけではだめなので、と言い訳しておきます。

なお、アセンブラプログラミングに興味のある方は、イン

テルのホームページ（http：〝www．intel．co．jp／）で日本語のド

キュメントが入手できます。プログラミングテクニックにつ

いてはhttp：〝www・SOnyCSl．co‥jp佃erson／hami瓜obby．htmが
詳しいようです。

また、クロスナンバーパズルは、以前から考えていたアイ

デアなのですがもともとパズルを作るのは苦手なので、対称

性がないばかりか、黒マスがカタマリになって残っています。

愛読するニコl）とは雲泥の差。お恥ずかしいばかりで申し訳

ありません。どこかに8086を入れたかったのですが時間切

れにより、あえなく断念しました。 （0）
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